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　衣服の着心地を左右する要因は、素材、ゆとり量、衣服圧、デザインなど多くあるため、

着心地の良し悪しの感じ方や言葉での表現の仕方も様々になる。現状では衣服を着用した

時の評価で最も有効とされているのは、人間の五感による官能評価法、つまり着用感によ

る評価と言われている。しかし、その官能評価法も基準化されてなく、着心地を表現する

言葉も的確性に欠けるきらいがあったように思われる。そこで着心地内容を整理し、評価

するチェックリストを作ることを目的とした。

　研究方法は、本学女子学生を対象にサイズの異なるジャケット３着を用い、着脱の様子、

着心地確認動作等についてビデオ撮影と着用官能検査を行ない着心地の評価要因を探った。

　結果、サイズの適合に関する設問では、バストサイズに対応したものが良いとされ。鏡

を見ながら襟元を整えたり、ウェスト付近を触ったりのような行動がみられた。運動適応

に関する設問では、１サイズ大きいものが良いとされ前挙動作、両肘組等の行動がみられ

た。着脱動作は各々3タイプに分類でき、タイプ別に着脱所要時間に有意な差がみられた。

また、着心地の良いものについての評価用語は包括的な表現が多かったのに対し、悪いも

のについては特定した表現をしており、着心地確認のための時間も動作数も共に多くかか

っていた。これらのことをふまえて、ジャケットの着心地評価のためのチェックリストを

作成した。
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目的：着心地の良い衣服パターン設計のための基礎資料として。動作時の着衣による衣服

　　　圧分布の変動をビデオ撮影と同期させて測定し、衣服圧分布と衣服圧値の変動及び

　　　外観映像とを対照させた。

方法：①素材はシーチング、ギャバジン、ヨコワンウェイストレッヂの３素材。

　　　②実験服は、JIS9ARサイズに対応させた原型的ジャケットで、３素材とも同一パタ
　　　　ーンで単衣仕立てとした。

　　　③モデルは、JiS9ARサイズに該当する女性１名で、内衣に綿100%の長袖Ｔシャツを
　　　　着用した。

　　　④使用機器は、60個のセンサーを用いた既報の衣服圧分布計測システムに、ビデオ

　　　　カメラを同期させて計測した。

　　　⑤計測動作は、静立、両上肢前挙（45°90M35°）,上挙極限の計５動作を連続し

　　　　て計測した。各姿勢は５秒間ずつ維持した。

結果：前挙動作の移行と衣服圧の値と分布範囲の変動には明らかな対応がみられ、その

　　　分布範囲を以下のように絞りこむことが出来た。衣服圧の分布は、衣服パターン上

　　　では後ろ身頃及び袖の袖ぐり底線、後ろ身頃の肩甲骨あたり、袖上部に顕著にみら

れた。シーチングは、高衣服圧を示し分布範囲は集中していた。ギャバジンは、

衣服圧を示しながらも分布範囲は分散していた。ヨコワンウェイストレッチは、

衣服圧であり、分布範囲は集中していた。
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